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＜連絡事項＞
・特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・宮沢　涼太様～ゾテピンは中止、その他の臨時薬同内容で9日分処方となる。家族面談の希望があり、6月6日11：：00からで調整済み。
・吉島　知寿子様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
・坂本　富也様～皮膚科診察にて胸部から背部の水泡は帯状疱疹の痕とのこと。ゲンタマイシン塗布しガーゼ処置の指示あり施行している。
　　　　　　　　発熱があり、嚥下状態不良のため内服中止し徐剤の指示を田名部Ｄｒにいただく。
・下田　文子様～排便3日なく本人希望にてセンナリド2Ｔ処方となる。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。幻聴に関する訴えや他者トラブルはなく経過していたが、16：30落ち着かないとの訴えがありリスペリドン内容液（1）1Pとロラゼパム（0.5）1T服用している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放前のドア蹴りはあるが、開放中の迷惑行為はみられない。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮澤　涼太様～終日隔離中。服薬について一部のみ拒否あり、その他は服用している。検査に対する拒否もなく対応は穏やか。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・野田　裕樹様～終日隔離中。10時～16時の開放観察実施。服薬の拒否や他者への迷惑行為はみられない。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。経管栄養トラブルなく実施出来ている。声掛けにて開眼するも、すぐに休まれている。バイタルサイン異常はない。拘束部位の循環障害なし。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。被毒妄想はあるが、食事はある程度摂取できている。危険行為はみられていない。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・古里　長太郎様～介助にて朝食は1/2、昼食は1/3摂取し、口腔内ため込み見られている。バイタルサインの異常はない。介入時、一時的に易怒性見られている。
・石坂　滉様～自室で過ごし、他者交流はない。振戦等や不調の訴え、飲酒に関連した話
なく経過。
・中村　ヨシ様～徘徊や他室侵入がみられる。介入に一時的に了解はしているが同行為を
続けている。
・沼澤　清子様～ホール内を徘徊している、対応は穏やかで帰宅要求は聞かれていない。
・市川　トミ様～経管栄養のトラブルや嘔気、嘔吐はみられていない。危険行為はなく対応は穏やか。
・高嶋　鉄男様～ホール内の徘徊や他室侵入がみられている。介入に対しての易怒性はない。
＜馬渡Dr診察情報＞
・宮古　喜久代様～臨時薬は同内容で、7日分処方となる。ジャヌビア内服中だがおやつの要求強くあり。栄養と相談して提供するよう指示あり。栄養へは報告済み。
・見付　幸一様～臨時薬は同内容で、7日分処方となる。下痢は落ち着いているが、継続して観察を。
・小笠原　聖八様～臨時薬は同内容で、7日分処方となる。
・坂本　富也様～今朝より38℃台の発熱あり。昨日の採血で炎症反応あり何らかの細菌感染の疑いあり。胸部CT結果より、左下肺背側に軽度炎症像。両側肺門部の気管支影増強。両側の胸水貯留も認める。ビーフリード輸液　５００ｍ　1本、ＬＹＤソリタ－Ｔ３号輸液　５００ｍＬ 1本+ダイビタミックス注（２）１A+アスコルビン酸注射液（500）１A、ヴィーンＤ輸液　５００ｍＬ1本、セフトリアキソンＮａ静注用１ｇ「テバ」 2 A+生理食塩液ＰＬ　１００ｍＬ 1 本　4日分処方となり、本日より開始の指示あり。発熱のため活気なく、食事の飲み込みも不良であるため、いったん食事は止めの指示を受けている。
・山地　壽治子様～バルプロ酸Ｎａシロップ５％　6ｍｌ→9ｍｌへ増量、他同内容で7日分処方となる。
＜入院患者様情報＞
日　　時：令和元年6月4日　10:45　

氏　　名：工藤　恭子様

生年月日：昭和10年1月17日　84歳

病　　名：アルツハイマー型認知症

性　　別：女性

主治医　：馬渡Dr

入院形態：医療保護入院

病　　棟：東病棟Cユニット号室

(経過）

　当院外来通院中、有料老人ホーム入所中。R1.5.21外来受診している。夜間徘徊した際に他室侵入し他利用者から蹴られてしまう。そのほか、物の収集や食事の際の立ち上がりなども頻回になっている。既に疎通は困難で、話かけにも返答なし。薬剤増量後は少し落ち着いた部分もあるが、夜間の不眠や徘徊はみられていた。

　睡眠障害と徘徊などの問題行動に対して薬物調整を行っていく。施設なども考えながら環境調整を図っていくこととしている。

　令和元年6月4日10：45妹の同意を得て東病棟Cユニット5号室へ医療保護入院となる。
LTセットＢプラン、オムツプラン②、おやつは売店で購入（金額の上限はない）
